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日本産のビレノイドを欠く単細胞性緑藻  

クロロモナスの形態と系統  
松嶋令，欄田痍新原■明㌧野崎久義1（壌大・院酔生物科学．2慶応大。先端生命科学研宮山形大・酔生物）  

lntroduction  Ro＄uIt＄  

C〟om爪○朋Sは線色増物門、緑藻綱、ボルボックス目に所属する単 細胞性の淡水憂で 

、光学顆微鏡で観察したときに東経体中にビレノイド  
を欠く点で伝統的にC仙叩do爪○〃8きと区別されてきており、これまで  
に100礪以上が記載されている（0．g．E且1198恥Mor山＝射さJ．（1g98．  
1g99）は透過t子顕微鏡による数種の観零から、C／lJo√OmO〃8きにはビ  
レノイドを全くもたない穫と宇ンブン鞘に固まれていない非典腰的なビレ  
ノイドをもつ穐があり、ビレノイドやデンプン鞘の有無がCOl濃縮機構に  
関する生理的特性と相射することを明らかにした。  

・光学顕微鏡と透過t子顕微鏡lこよる観察  

ヂンブン書β引こ打暮れた■馴削だレノイ呵円）  ■∧出的などレノイド【鵬■▲相調uⅥ  
‖Uむ■■．亡；■▲．P：一ピサ．S亡■■b■り如呵  

分子系統解析の結果（Buchhe血8I8J．1997ト従来の定数による  
CわJo付mO冊Sはビレノイドをもつ一部のC仙叩γ血爪○ハさ5と単系統群  

（クロロモナス系統群＝伽わm爪○冊肋ね；N8k8daoI8J．2008）となるこ  
とから、Pr8schoId8fさJ．（2∞1）は光学顕微鏡による観察だけでこの嵐  
系統群をC仙m爪○〃8さと再定轟した。しかし、生理的特性が異なるビレ  
ノイドをもつものともたないものを同機lこまとめるなどの点で、彼らの定  
数には問題が残る。その後の研究から、クロロモナス系統群には光学  
取撤鏡レベルで形態の異なる属（C〟如10J乃○朋き．Nov短OI8J．2∞8；  
GJ錐01れOn85．No貴Mo拍J．2010）や、靂冷適応した雪上蕩のみで構  
成される独立したクレード（Hoh8m8刷2002）が含まれることがわかり、  
属レベルでも分類学的混乱が生じている。しかし、これまでに増t株を  
用いて研究された攫は少なく、種や属を定数するために必要と思われる  
電子顕徴餓レベルの形態情嘲は非，削こ限られている。  
我々は日本の土壌試料から、培養株がなく、詳細な研究の行われて  

いなかったC肋付爪0冊82種の鳩巣株を新たに確立し、光学顕微鏡・  
透過電子組数饅による観察と分子系統解析を行い、モれぞれの微細構  
造と系統上の位せを調査した。  

lモ＝■▲、C・暮l柑．H・軋～‘ビレハγ、訣■●b■暮・ll【I  

細胞は卵形一棟円形 l  触は卵形一楕円形  
パピラは住んだ台形  
収縮也は2つ  
紺は削＼く分裂する  
眼点は軸の中位  
恨点は1∬の批で構成  

爬■配レ∠イき避  

りくビラは半円形  
・収縮蝕は2つ  

・濃緑体lよカップ盈  

・井繰休養市に裂け巳 1 増刷よ他の▼   l  

・眼点は3層の且也で檎成l  
・ビレノイドを持たない  I  

MateriaI＄andMethods  

・培養♯の作戚と覆同定  
1．土壌試料を採取  
2，乾燥させた土壌試料こ水分を加え、緑藻を出現させる  
3．ピペット分離法で繊を分厳し、培養株を作成  

EbC柑：榊棄川晒毛毛布の水田土壌を使用  
HjCト3：書川れ綾川町にある北條池の底寛雷使用  

鍾暮免停＝好■増地欄鞘：惰鞘＝1仙10h・20℃）  

4・CHoroph舛8＝⊃hytomon8dina（∈l‖983）及び原紀¢から同定  
EbC周一伽血w柏化＝血加地川場血呵tU  
HjCト3－C地相爪…■拍○帽■靡OJP叫珊瑚伽血〝○ほtu  

・光学頭徴鏡と透過t千旦微餞による観察  

・分子系統解析  
18SrRNAl…塩基に叫）8・pSさ8からコドンの8塩基日を除いた  
1880墳墓を加えた合計3489塩基を使用  

・分子系統解析  

t上暮クレー躍倉め頗Iこょも抽■                   llll岬I  

■戴姓にょも軸 Il鴫Il■ll◆■○■●J■Jl   

●：■書■なビレノイドl■つ   

○・ロ・▲；■■上鵬なビレノイドt■   

●エビレ′イドt■た○い  
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JL二＝竺二等芸還生野。りq  

席≡室監洲坤  
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Conctu＄ion＄  

・C・CJ帥帽ねとC血帽SSe‖まともにクロロモナス系統群  

（C肋mmo〃∂肋由）に含まれた。  

・C・C加わ帽f引こビレノイドは観察されす、G加omonさSを  
含むクレードの基部Iこ位置し、典型的なビレノイドをもつ  
C．副ノgUさf8eと姉妹群となった。  

・C・血相SSe‖ま独特な多角状の非典型ビレノイドをもつ  

ことが明らかになり、分子系統解析でも他の稚から独立  
した新規系統群であった。  

・今後、同様の解析を多くの種で実施することにより、  
クロロモナス系統群の微細構造の進化がより明瞭となり、  
本群内部の自然な属・種レベルの分類体系が構築される  
ことが期待される．  

18SrR吋伝手のみのたわ♯■鷹は払、軋  
t上■クレードはク白日モナスWの暮bに傲■ナも．  

慧：ご巾IDO叩叩  ■れノイ紬…仙■■－－○・1試○－肋■封札Ib■b■■沖†○■●■にした  
事■t■¢石嘔lこl抽鴫鵬■■叫t●した  
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H鵬RW．■▲印1J．叫油こ1隠l．1仙  
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哩■L■■1隅○用■■■祁■射Tl  
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